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(1) 街路横断構成 

モデル空間の街路は，第4種第2級の都市部の補助幹線

道路とした．また車道部は路肩を含めて7ｍ，歩道部は3

ｍずつ計13ｍとしたものを標準とした．縁石の高さは

25cmで歩道の高さは2cmのセミフラット形式とした． 

 

(2) 建物構成 

対象とした地域は都市計画法の用途地域で定められる

商業地域とし，9ｍ区画の敷地に一辺8ｍの建物を配置し

建蔽率80％以内とした．間口幅および間隔はすべて一定

となっている．また建物高さは心地よい囲まれ感を示す

Ｄ/Ｈ＝1～1.5を考慮し，9ｍを標準高さとした． 

  

図-1 CGモデル 左：十字路(50ｍ)，右：Ｔ字路(50ｍ) 

 
 

４．角地建築物の形態要因分析 

 交差点空間の角地やつきあたりに存在する建築物の幾

何学的要因による影響を歩行者が視覚的に把握すること

を明らかにするため，作成したモデル街路において，透

視面積率という指標を透視形態での見えの大きさとして

用いる．ここでいう透視面積率とは対象建築物の画面内

面積（ピクセル数）を画面全体の面積（総ピクセル数：

640×480ピクセル）で除した値で対象建築物の画面占有

割合を示している． 

まず，視点の移動を考慮した透視面積率の面的な分布

を示す等高線を作成し，これをポテンシャル等高線とす

る．これは透視面積率を視点移動範囲で積分したものが

ランドマークポテンシャルを反映していることを想定し

たものである．その透視面積率の視点移動範囲内での積

分値を求め，角地型の代表となる十字路直角角地と正対

型の代表であるＴ字路の比較を行う．またランドマーク

ポテンシャルが積分値のみに影響されるのではなく，急

激な変化など，透視面積率の変化の仕方にも影響される

可能性があるので検討する． 

分析では，まず道路要因である交差点パターンごとの

比較と幅員変化による比較を行う．また最後に建物要因

である対象建物の建物高さ（突出率）を変化させた場合

の角地型と正対型の比較を行い，さらに建物の隅切りを

行った場合の変化を透視面積率曲線の変化により分析す

る． 

図-3 正対型（Ｔ字路）のポテンシャル等高線

図-2 角地型（十字路）のポテンシャル等高線

 

(1)ポテンシャル等高線による比較 

(a)方法  

まず標準横断構成における評価モデルを用いて，一辺

0.5ｍのグリッドで透視面積率の近似曲線を作成し，視

距離に応じた透視面積率を算出する．続いて視点移動範

囲内でかつ建物が視覚的に有効な範囲内(熟視角１度の

透視面積率 50×10-4)での累積値をポテンシャル等高線

の積分値とする．なお視点移動範囲および視点は，建物

が画面からはみ出さない領域として建物より 40ｍから

200ｍの視距離の範囲でかつ街路幅員内のグリッド上と

した． 

この値を用いて角地型と正対型を比較する． 

(b) 結果  

ポテンシャル等高線の積分値は，角地型が図-2，正対

型が図-3 のようになった．また累積した透視面積率を

求めると以下とおりである（図-4）． 

角地型：25.50×2方向＝51.00（×10-4） 

   正対型：76.86×1方向＝76.86（×10-4） 
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EVALUATION OF LANDMARK POTENTIAL OF CORNER BUILDING 

Hiroshi IMAI, Kiyotaka FUKAHORI and Yoichi KUBOTA 

This research aims at evaluating the landmark potential of the corner building at the intersection 
quantitatively considering the different spatial compositions around the intersection. At first, the seven 
patterns of spatial composition are classified considering the geometric features of crossing roads and the 
location of a corner building.  Sequential change of visibility and total amount of visibility of a corner 
building in the range of possible view points in the street are analyzed.  In addition, the psychological 
experiment to quantify the conspicuousness of the building was conducted. As a result, it was proved that 
pedestrians tend to evaluate not by the direct impression of the building standing in the corner space but 
rather by the sequential walking as the accumulated experience. 
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